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　構造的心疾患（structural heart disease：SHD）に対
するカテーテル治療の必要性は，飛躍的に広まってい
ます．
　カテーテル治療は 1970 年代に冠動脈形成術が開始さ
れ，現在の第 2 世代薬剤溶出性ステントを用いた冠動
脈インターベンション（PCI）において，冠動脈バイパ
ス術と並ぶ標準的治療法となりました．冠動脈領域の
みならず，末梢血管領域，SHD 領域にも，手術と並ぶ
カテーテル治療が出現し，一部とって代わる時代にな
りつつあるのは，低侵襲を望む患者さんの希望の現れ
でもあります．現在では，冠動脈領域，末梢血管領域，
SHD 領域はカテーテル治療の 3 本柱となり，広く行わ
れる体制と変わってきています．
　そのなかにおいても，SHD 領域は，井上寛治先生に
よる Inoue バルーンが僧帽弁狭窄症に有効であること
が示され，世界中に広く施行されることになったこと
から始まり，大動脈弁狭窄に対する TAVI により日本
では決定的に広まることとなりました．TAVI を契機
とし，ハートチームの各施設での見直し，ハイブリッ
ド手術室の整備など劇的に変貌を遂げた領域であると
思われます．そして，僧帽弁のクリップ，また先天性

心疾患の短絡閉鎖，左心耳閉鎖など，今も適応領域が
広がっています．この進展スピードは目を見張るもの
があります．
　新しい技術の発展を安全に広く臨床サービスとして
日本全国に届けるには，日本語のテキストが重要です．
今回，ここに『SHD インターベンションコンプリート
ガイド』が発行されることになりました．最初の試み
は 2013 年であり 6 年が経過しましたが，この間に新た
に適応となった手技，新たなエビデンス，数え切れな
いほどの新しい情報がある時代です．これを的確にコ
ンパクトにまとめあげ，SHD インターベンションの術
者には有益な情報がある優れた日本語のテキストであ
ると思われます．これを基に，新しい技術である SHD
インターベンションが安全に日本で広まっていくこと
は日本心血管インターベンション治療学会（CVIT）と
しても望ましい方向性であります．
　インターベンション治療は外科手術と比べて低侵襲
であることが優れています．長期成績を含めてまだま
だ明らかにしていかなければいけない点も多数ありま
すが，本テキストによる手技の標準化が安定した成績
につながることを期待します．
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